
第７期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

項目名
目標を設定するに至った

現状と課題
第７期計画における取組

目標
（事業内容、指標等）

中間見直し 取組の実施内容、実績 自己評価 評価の理由 課題と対応策

鴻巣市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

平成３０年以降から令和７年（平成
３７年）にかけて総人口では減少す
る中で高齢者人口は増加傾向と推計
されています。また、高齢者人口の
推計では令和４年以降から７５歳以
上の後期高齢者が年々増加し、団塊
の世代が７５歳以上となる令和７年
には高齢者人口構成比では後期高齢
者が５６．７％に達する見通しで
す。後期高齢者になると認知症や病
気、怪我の発生率も高まり、介護認
定者も増加する事が見込まれる。
そこで、本市では運動教室や介護予
防に関する知識の提供に努め、介護
予防及び健康寿命の維持に繋げるよ
う図っていく。

【はつらつ健康スタジオ（民間事業者へ
の委託事業）】
運動機能・口腔機能向上・認知機能低
下予防に繋がる運動や脳トレをはじ
め、介護予防や栄養に関する情報を提
供し、健康寿命・生活機能の維持及び
向上、介護予防を図る。

なし

・はつらつ健康スタジオ実施回数　１９２回
（市内の公共施設等１３か所）
・延参加者数　1,414人
・栄養講座実施回数　３５回、延人数　２３０人
・口腔講座実施回数　２９回、延人数　２０３人
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中
止期間あり。その間の代替対応として、ＨＰや広
報で自宅でできる体操のチラシ配布を周知した
が、受取に来る人が少なかった。
再開後は、新型コロナウイルス感染症予防対策
として、申し込み制にし、各会場の人数制限を
行った。

△

新型コロナウ
イルス感染
症の影響に
より中止期間
があり、目標
達成できず。

今後も予算を確保し引き続き同事業を推進していく予定であ
るが、新型コロナウイルス感染症対策として人数制限を実施
しているため、参加希望者が会場の収容人数を超える場合
は、実施場所や実施回数を増やす等の検討が必要になる。
今後の感染症の状況、ワクチン接種の状況をみて、人数制
限の緩和、実施回数の見直し、会場の開拓等を検討する。
また、感染症の影響により、体操の中止や実施内容に変更
が生じた場合は、その周知や代替事業の案内をTwitterやラ
イン、広報に複数回掲載する等、対応を検討する。

鴻巣市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

第７期事業計画の『６５歳以上の要
支援・要介護認定率』では、平成２
７年は１２．８％、平成２８年度１
２．６％、平成２９年度は１２．
８％と低い水準で推移しております
が、今後、団塊の世代が７５歳以上
となる平成３７年には高齢者人口構
成比では後期高齢者が５６．７％に
達する見通しで、後期高齢者になる
と認知症や病気、怪我の発生率も高
まり、介護認定者も増加する事が見
込まれる。
そこで、本市では介護予防が重要と
考え、その一つとして高齢者の生き
がいや楽しみとなる場を提供するこ
とで「閉じこもりの防止」を図る必
要がある。

【わがまちサロン】
公共施設（６か所）をサロンの会場とし
て、介護予防リーダーが中心となり来
所する高齢者に対して、軽体操や脳ト
レ、おしゃべり、歌の合唱などを実施し
生きがいや楽しみを実感することで、閉
じこもりの防止に繋げ、利用者と担い手
(介護予防リーダ)の介護予防を図る。

なし

・わがまちサロン実施回数（会場は毎年６か所）
　３３回
・わがまちサロン延参加者数　　　　　３４１人
・わがまちサロン延ボランティア数　　２０５人
・年度末に実施するアンケート調査の結果　　０
人
新型コロナウイルス感染症防止のため中止期間
なり。アンケートを実施できず。
全６会場のうち、２会場については年間を通して
中止したた。再開したサロンについても、新規の
方を事前申込制にし、人数制限をして開催した。

△

新型コロナウ
イルス感染
症の影響に
より中止期間
があり、目標
達成できず。

今後も予算を確保し、引き続き同事業を推進していく予定で
あるが、新型コロナウイルス感染症対策として、各会場の人
数制限を実施しているため、参加希望者が会場の収容人数
を超える場合は、実施場所を増やす等の検討が必要にな
る。また、同事業は介護予防リーダーが中心の事業であるこ
とから、介護予防リーダーの協力を得られるかなどの課題が
ある。今後は、感染症の流行状況、ワクチン接種の状況を鑑
み、人数制限の緩和や、実施回数の見直しを検討する。
一方で、市が全般的に関わるサロンから、住民が我が事とし
て考えていけるよう、生活支援体制整備事業等と総合的に
検討し、住民主体の事業にしていく。

鴻巣市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

第７期事業計画の『６５歳以上の要
支援・要介護認定率』では、平成２
７年は１２．８％、平成２８年度１
２．６％、平成２９年度は１２．
８％と低い水準で推移しております
が、今後、団塊の世代が７５歳以上
となる平成３７年には高齢者人口構
成比では後期高齢者が５６．７％に
達する見通しで、後期高齢者になる
と認知症や病気、怪我の発生率も高
まり、介護認定者も増加する事が見
込まれる。
そこで、本市では介護予防に有効な
運動教室を提供し、高齢者が楽しみ
ながら介護予防に繋げていく必要が
ある。

【すこやかシニア体操】
公共施設（２か所）をすこやかシニア体
操の会場として、介護予防リーダーが
中心となり来所する高齢者に対して、わ
がまち体操、簡単なリズム体操、軽体
操などを実施することで、交流を通して
利用者と担い手(介護予防リーダ)の介
護予防を図る。

なし

・すこやかシニア体操実施回数（会場は毎年2か
所）　１３回
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中
止期間あり。再開後は、感染症対策として、申込
制にし、人数制限をして開催した。
・すこやかシニア体操延参加者数　　　　　１０８人
・すこやかシニア体操延ボランティア数　　　６５人
・年度末に実施するアンケート調査の結果　 ０人
※新型コロナウイルス感染症の影響により実施
できず

△

新型コロナウ
イルス感染
症の影響に
より中止期間
があり、目標
達成できず。

今後も予算を確保し引き続き同事業を推進していく予定であ
るが、感染症の状況、ワクチン接種の状況をみて、各会場の
利用人数を確認し、人数制限の緩和等を検討する。また、同
事業は介護予防リーダーが中心の事業でることから、介護
予防リーダーの高齢化の課題があるため、協力人数の確保
をしていく必要がある。

鴻巣市 ②給付適正化

○「地域包括ケアシステムの強化の
ための介護保険法等の一部を改正す
る法律」では、地域包括ケアシステ
ムを深化・推進し、高齢者の自立支
援と要介護状態の重度化防止、医
療・介護連携の推進、地域共生社会
の実現を図るためには在宅サービス
の胆となる「ケアプラン」の適切な
作成が重要となる。
○市内30事業所あまりの「居宅介護
支援事業所」があり、事業所間の
「ケアプラン」作成の優劣があり得
る。事業所間のプラン格差をなくす
こと及び介護給付費の適正化を図る
ためにも適切なケアプランチェック
が必要となる。

○平成30年度より「居宅介護支援事業
所」の指定権限が市に移譲されたこと
により「保険者」としての視点と「指定権
者」の視点で「ケアプランチェック」を活
用する。
○平成30年10月より生活援助の訪問
回数の多いケアプランについては届出
義務が生じた。この届出のあったケアプ
ランについても随時、適切なチェックを
行っていく。
○住宅改修の点検・調査
○福祉用具調査
○縦覧点検・医療情報との突合
○介護給付費通知
○事業者研修会

〔ケアプランチェックの開催〕
　　　　　　　　　　　　　　　H29　H30　H31　　Ｒ2
　　チェック回数（回/年）　12　　12　　12　　12
　　チェック件数（件/年）   60    60    60    60
    ※H29は見込値、H30以降は目標値
　〔住宅改修の点検・調査〕随時
　〔福祉用具調査〕随時
　〔縦覧点検・医療情報との突合〕12回
　〔介護給付費通〕1回
　〔事業者研修会〕3回

なし

○ケアプラン確認指導の開催
・チェック回数：12回  ・チェック件数：47件
・１事業者に対して2包括支援センターがチェック
をし、質的向上を図る。
○住宅改修の点検・調査：高額な改修費、大規模な改
修、現状わかりにくいケースを中心に点検
○福祉用具調査：国保連適正化システムの福祉用具
貸与品目の単位数データを積極活用
○縦覧点検・医療情報との突合：未実施保険者は費
用対効果が最も見込まれるので優先的に実施。既実
施保険者は実施月数を拡大
○介護給付費通知：費用対効果が見えにくいが、牽制
効果が考えられるため引き続き推進
○事業者研修会：「適正化の取り組み好事例の紹介」
「グループ単位での適正化の意見交換」などを行い、
実用的かつ適正化実施の推進を図る。

△

コロナ禍に
あっても毎月
12回開催で
きたが、まだ
事業者間の
ケアプラン作
成の格差が
見受けられ
る。

【課題】
事業所間の「ケアプラン」作成の優劣があり得る。
【対応】
プランの格差をなくすこと及び介護給付費の適正化を図るた
めにも適切なケアプランチェックを行う必要がある。

保険者名

第７期介護保険事業計画に記載の内容 令和２年度（年度末実績）

【はつらつ健康スタジオ】

年度 H29 H30 H31 R2

会場数

(か所) 13 13 13 13

実施回数

(年) 552 280 280 280

延参加者数(人)

13,474 14,000 14,000 14,000

年度 H29 H30 H31 R2

会場数

(か所) 6 6 6 6

実施回数

(年) 128 130 130 130

延参加者数(人)

3,268 2,900 2,900 2,900

延ボランティア（人）

943 960 960 960

年度 H29 H30 H31 R2

会場数

(か所) 2 2 2 2

実施回数

(年) 44 45 45 45

延参加者数(人)

1350 1300 1300 1300

延ボランティア（人）

186 230 230 230
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